
平成２２年度 再評価委員会

路線名：一般国道４４４号

（佐賀福富道路）

事業名：道路改良事業

事業地：佐賀市嘉瀬町～杵島郡白石町

（再評価実施後５年が経過）





白石町
柳川市

大川市

佐賀市

大牟田市

有明海沿岸道路

有明海沿岸道路の概要

▲有明海沿岸道路の位置と周辺の幹線道路ネットワーク

●福岡県大牟田市と佐賀県鹿島市を結ぶ
延長約55ｋｍの地域高規格道路

三池港

鹿島市

小城市



事 業 目 的

地域間の交流支援強化

国道４４４号のバイパス機能



地域間の交流支援

▲沿線主要都市圏の所要時間変化

約１時間
も短縮！

●有明海沿岸道路の整備により、
大牟田市～鹿島市が

現在：110分 将来：42分
（推計値）

（推計値）

地域間の交流支援
に大きく寄与！



有 明 海 沿 岸 道 路

Ⅰ期 L=3.6km Ⅱ期 L=5.4km

福富鹿島道路 L=9.0km 佐賀福富道路

鹿島市

白石町役場

環境影響評価法の手続き 準備書作成中

一般国道４４４号

佐賀福富道路

Ｌ＝１０．５km

久富

交差点

嘉瀬新町

交差点

主要渋滞ポイント
住之江橋

久保田橋

一般国道２０８号

大川佐賀道路

Ｌ＝９．０km

一般国道４４４号

福富鹿島道路

Ｌ＝９．０km

有明佐賀空港

佐賀ＪＣＴ

嘉瀬南ＩＣ久保田ＩＣ

芦刈ＩＣ

住ノ江ＩＣ

六角川ＩＣ

福富ＩＣ

交通量ポイント



国道４４４号渋滞状況

佐賀県渋滞ポイント

久富交差点 嘉瀬新町交差点



国道４４４号 幅員狭小（橋梁部）

橋梁部においては幅員が狭く、大型車の

すれ違いが困難なため、渋滞が発生

住之江橋 久保田橋



今の暮らしが安全・快適に！今の暮らしが安全・快適に！

生 活

救
急
医
療
活
動
の
支
援

救急活動の
迅速化

・佐賀市にある佐大病院や県立病院など、施設が整った病院の
利用がもっと便利になります。

・もしもの時の、救急車がもっと確実に早く到着できます。

自動車専用道路で時間が短縮されるから．．．自動車専用道路で時間が短縮されるから．．．

命を守る大切な医療も



今の道路の交通量が減るから．．．今の道路の交通量が減るから．．．生 活

生
活
快
適
性
の
向
上

・騒音や振動が軽減します。

・渋滞が緩和されます。

・交通事故が減少し、危険性が緩和します。



事業概要
 全体事業費：約４１４億円

 工 期：平成１３年度～平成２９年度（予定）

 全体計画延長：Ｌ＝１０．５ｋｍ

（暫定２車整備）

事業内容 ：改良工 Ｌ＝１０．５ｋｍ

用地買収 A=４６８，５９１ｍ２

家屋補償 ｎ=２０件

平成２１

年度まで

平成２２

年度

平成２３

年度以降

事業費（億円） １０７．１ ２７．６ ２７９．３

進捗率（％） ２５．９ ３２．５ １００

用地進捗率（％） ６７．０ ８２．９ １００



事業を巡る社会経済情勢等の変化

• 交通量が増加傾向にある。

・ H18年度 佐賀福富道路に工事着手。

• H21年３月に福岡県の大牟田市から大川市までが開通（延
長Ｌ＝２３．８ｋｍ）

• H2３年春に嘉瀬南IC～久保田ICを供用（L=1.7km)
• H24年度中に新県立病院が開院予定。
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費用便益分析

【便益】

・走行時間短縮便益＝７９７億円

・走行費用短縮便益＝１５０億円

・交通事故減少便益＝ ９５億円

合計 １，０４２億円

【費用】

・事 業 費 ＝３６３億円

・維 持 管 理 費 ＝ ６億円

合計 ３６９億円

費用便益比（B/C)＝２．８



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 本工区は、全線軟弱地盤上に構築することと
なるため、地盤特性を的確に把握し効率的な
軟弱地盤対策工法を選定しコスト縮減を図る。

• 他工事で発生する残土を本工事の盛土等に
流用し、コスト縮減を図る。

（代替案の検討）

・特に無し



今後の事業の進め方

• 現在実施している、地元説明及び関係機関
との調整を行うとともに、引き続き用地買収
及び橋梁工事、道路改良を計画的に実施し
円滑な事業進捗を図る。



対応方針（事業課案）

・ 本工区は、有明海北部沿岸地域の都市相互
と重要港湾三池港や有明佐賀空港といった交
通拠点との連携を強化する交流促進型道路
である有明海沿岸道路の一部であり、当初か
ら事業の必要性・重要性は変わっていない。

・ 費用対効果の高さや、円滑な交通の確保に
よる地域経済の発展等を勘案し、引き続き事
業を継続することとしたい。



費用便益分析

【便益】

・走行時間短縮便益＝７９７億円

・走行費用短縮便益＝１５０億円

・交通事故減少便益＝ ９５億円

合計 １，０４２億円

【費用】

・事 業 費 ＝３６３億円

・維 持 管 理 費 ＝ ６億円

合計 ３６９億円

費用便益比（B/C)＝２．８



費用便益比（B/C）について
道路事業の費用便益比とは、費用（用地・工事費・維持管理費）と便益（時間
短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益）を比較し、便益が費用の
１．０倍（便益≧費用）以上あれば投資効果があると判断しています。

B/C≧１．０以上が投資効果があると判断されます。

社会的割引率（※４％）

※将来の価格については、一定の率（割引率）で

割り引いて現価値化して比較を行います。

・走行時間短縮便益
・走行経費減少便益
・交通事故減少便益
（供用開始後５０年間の便益）

便益（B）

・道路整備に要する事業費
・道路維持管理に要する費用
（供用開始後５０年間の費用）

費用（C）

費用便益分析（B/C)

○ B/C≧ １．０が投資効果があると判断されて、事業採択となります。
○ B/C＜ １．０が投資効果がないと判断されて、基本的に事業採択にはなりません。

÷


